






The effects of lectins on spontaneous colitis
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研究者らは GoodladRA(Cancer Research UK， London)との共同研究により、レクチンの粘膜増殖作用
の機序についても詳細な研究をおこなってきた。さらに、レクチン添加経腸栄養剤をインドメタシ
ン小腸潰療に用い、レクチンが粘膜上皮の再生を誘導し、炎症修復に作用することも確認している。









































Con-A群 86.5:t1.6 mg/cm 
PHA群 103.3:t5.1 mg/cm 




























inf1ammatory cell (0...4) 
Goblet cell (0...4) 
Mucosal thickening (0...4) 
Submucosal cell infiltration (0...4) 
Destruction of architecture (0...4) 
Ulcer (+ 0.5， -0) 



























DSS群 平均湿重量O.274g 平均長 9.76cm 湿重量/長さ 0.0281g!cm
Con-A群 平均湿重量 0.280g 平均長 10.2cm 湿重量/長さ 0.0276g!cm
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消化器と免疫 42(監:日比紀文) 73・75，株式会社マイライフ(東京)，2006 
DSS大腸炎 DSS大腸炎+クルクミン
HLA-B27ラットの自然発症大腸炎モデルにおいては、 PHA、Con-Aのレクチンに有意な炎症修復
作用は認めなかった。また、 DSS大腸炎においても、同様の結果であった。レクチンは、 EGF-receptor
を介する消化管粘膜増殖作用を有している。また研究 1でも確認されたように、 Glucagon-like
peptide-Iなどの消化管ホルモンを介した生理作用も有している。 PHA、Con-Aともに、小腸に比べ
て大腸粘膜への作用は比較的軽微であり、このことが大腸炎の治療効果にまで結びつかなかった要
因と考えられる。レクチンの種類によっては、 PHA、Con-Aよりも大腸に有意な粘膜増殖作用を有
する素材もある。しかしながら、それらは非常に高価であり、大腸炎の内服治療として臨床応用す
ることは困難であろうと推測される。
一方、クルクミンについては、有意な大腸炎修復効果が確認された。今後の臨床応用が期待され
るところである。
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